










河白道図》を取り上げ、 定寸画面で全体と部分の関係をいかに両立させようとしたのかを主

観的に検討している。 その結果、 自身の制作と研究は、 全体と部分の視覚的統合を基盤とし 

たものであり、 鑑賞者の身体的・時間的体験を意識して設計する方法論として体系化されて 

いることを確認するに至った。

第二章「日本美術史上の大画面における空間構成について」では、 前章での検討に基づい 

て、制作実践を歴史的文脈の中に位置づけるため、 日本美術史における大画面の先行作品 （と

くに屏風）の空間表現を整理・分析している。 分析対象としたのは、《四季花木図屏風》(I 6 

世紀、 出光美術館）、《洛中洛外図屏風》 （雁博甲本） （16世紀、 国立歴史民俗博物館）、《松林

因屏風》（長谷川等伯筆、16世紀、東京国立博物館）、《燕子花図屏風》（尾形光琳筆、18世紀、 

根津美術館）、《柳桜圏》（木島櫻谷筆、1917年、 泉屋博古館東京） の五作品である。 まず、 

先行研究を丁寧に引用しながら、 各作品の構図や視点操作、 そして時間性 （作品の中で流れ

る時間）を丹念に分析する。 その結果、 各作品は、 六曲一双という大画面形式を活用し、 鑑

賞者の行為と視線に依存する時間性の表出、 全体と部分の統合、 視点操作や距離変化による

多層的空間体験を探求してきたのではないかという理解に至っている。 この理解に基づいて、

池谷自身の制作実践は、 こうした歴史的文脈を踏まえつつ、 植物と人物を同 一平面上に共存

させ、 視点の重層化と鑑賞者の身体性を媒介として時間性を表出するという点で、 伝統的手

法の現代的展開として位置づけている。

続く第三章「提出作品解説一《夜明けの晩》における試み」では、 本論文での研究に付随

する当該作品に関して、 具体的戦略（隻ごとの視点設計、 折れ構造の利用、 光の段階性など）

を詳細に検討する。《夜明けの晩》は三隻による三連構造を採用している。 これは、 単に屏風

の形式を変更したものではなく、 構想が先行し、 視点や空間構成の意図に応じて三隻を配懺

する計算の下で実現されたものであるという。 まずもって、 この三隻は、 右隻では見上げの

構図を採り、 中隻では水平視点を基調とし、 左隻では真上からの垂直的俯敵視点を導入して

いる点に大きな特徴がある。 本章では、 透視図法や図学の観点を援用しながらこうした視点

の差異を解説している。 さらに、 二曲屏風という折れ構造によって視点の屈折や歪みが生じ

ることにより、 鑑賞者が座る・立つなど身体位置を変化させることで視点の見え方も動的に

変化する。《夜明けの晩》は、 この点を意因した試みであり、 鑑賞者の身体運動と視覚体験が

同期するよう調整した作品となっていることが説明された。

第四章「大画面表現における空間構成と身体的視点の総合的考察」では、 第二章で取り上

げた先行作品の空間と時間性に関する分析結果を参照しながら、 自作の位懺づけとその意義

について検討しており、本論文の実質的な結論を述べたものとなっている。総括するならば、

池谷の作品は、 従来の日本画が内包していた「静的空間」の枠組みを超え、 視点移動に基づ

く身体的体験と時間性を統合する空間構成を実現した点で、 現代日本画における独自の意義

6
 






